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４．フトン篭の回収及び処分 

 

実証試験後のフトン篭の回収及び処分、現状復旧状況を以下に示した。 

  

 

 

宜野座村試験地  

（10月7日）  

フトン篭回収前  

 

宜野座村試験地  

（10月7日）  

フトン篭回収状況  

 

 

 

 

 

 

宜野座村試験地  

（10月7日）  

回収資材運搬状況  

 

 

 

 

図-4.1 フトン篭の回収及び処分状況（宜野座村試験地）  
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宜野座村試験地  

（10月7日）  

回収資材運搬状況  

 

宜野座村試験地  

（10月7日）  

現状復旧状況  

 

宜野座村試験地  

（10月7日）  

道路清掃状況  

 

図-4.2 フトン篭の回収及び現状復旧状況（宜野座村試験地）  
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恩納村試験地  

（10月7日）  

フトン篭回収状況  

 

 

 

    

 

 

 

 

恩納村試験地  

（10月8日）  

回収資材運搬状況  

 

 

 

 

 

 

 

  

恩納村試験地  

（10月8日）  

回収資材運搬状況  

 

 

 

 

   

図-4.3 フトン篭の回収及び処分状況（恩納村試験地）  
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恩納村試験地  

（10月7日）  

現状復旧状況  

 

 

 

    

 

 

 

 

回収資材保管状況  

（10月11日）  

 

㈲花城組資材ヤード 

宜野座村字漢那平松原967-1 

 

 

 

 

    

回収資材等保管状況  

（10月11日）  

㈲花城組資材ﾔｰド 

宜野座村字漢那平松原967-1 

 

※軽石の流出防止対策として、 

 シート被覆を行い、併せて小堤   

 工（高さ;30cm、幅 ;50cm）を設   

 置した。 

   

図-4.4 フトン篭の現状復旧状況・回収資材保管状況  
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